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...，長"1・ごゐιlJ，... プ.，."'.，.?? I.iど史.. 慢の高いご
岬臥:'¥"Ut-e刷機桝，低下I!tt-e，.，す.1.."輔
肌'品川ど川刊の刷'"破防..唱力供同制判

じるはどごみ哨"酬をさ川崎にしてい，す.

市で I~ ， r一人 一日百グ，ムのごみ越厩J<U慨に .ま
躍でのごみlr.IalWi'I腎源化会得。か"、怠仕事票所伝とに対L
て咽刷蜘幽ごみ岨柑蹴'.e 'i-攻めています.
『日ご日み哨問.劃Uめ糊に凶u 市耐1民ミ ，柑建横 行柚..創4一体枇と，“'h
ζ山れに山に.駒勿.臥ゐ叩で帆酔い、〈こと

が4島'です.ー人ひとのが身
近'"こるで鋼S工夫し
'"健鴎JCていた"'ことが
ごみM・..111ft.住につえが
り，す.特栂@ご幽'Hをお固
いL志す.

"常生活岨，酬の調いご明暗

.，岬L ごみの聞と醐肘 につ

いて杭 てもりう同叫刊です.

l: 8 611231酬 ..IIUtt'l' 1:11;役所
正副抱合 '時3崎千ごろ附a院予定
コース 康増補UI・〈ごみ処坦・怠〉

ー野島.A→土旭改良樹...蘭(~

e立て楢】
定員 駒人

その他 食事信用""す

・レ嗣往復はがきに師氏係省日

川K も〉句:俗性別 暗1，1;&'}告書

いて 6Jl1311I..'t'"l!崎帽蜘}噴

ι"守~(
t記成五丁目2

・~"・0)
...... 110181 .に3人周り.
多い場合路舗

温.I・刷 相
側1¥.

"1・仙川
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廃しん(はしか)の予防猿種

臨しゐ“毒しか〉ヲクィu の予防相書.，

倒目前f"'"f".開閣もです
く闘の子〉糾雌5刷/11[1-刊

31 H生忘れのす t通知曹を渇η志す3⑧ 
柑閉山"川崎草山崎

巳叩を刷機削

事l:r!l，4'でに臨ιんの予陥.，
受けた，. 臨しんにかか弔史子、盛縄当H

に..・をL える "(Itlfl'.，れ.金会<.

Z平峰‘司~I Jl 611-611~H生率れの，

Hjfl (予定〉伝平副制対-"，刊に三
値曲予醐a置がめりSすので惜の予防後
艇の聞にかげて隻げてく叩 1
く醐醐>iU 射で(日曜削と

岨叩Z即時(..1:7-刊

の息肱輔自門(I~~，.. )

〈健闘 受付るに1:>~夜明同a知機
各送り.す@で通知a・4島".で."降、
医叫印後細目を予約し関即

もらーて (r!~".

予約目印蜘配耐<<<叫柑

，-入し.岨明"じものj 母子健

川崎司子どもの帥即よく

帥る人時Lて〈印 .

温知.制吋受げ油E査.んので s
JlZlEI鳩山削靖則o<')li:b>''''
^"市嗣附置へ酬しては包容も

〈受11;'tllJ:いわ胤んも帥d 字

. 1: 1:瞬Lんの予隣接.，受'"ヒ子 H 

た.，かぜ"ん泳ぼうそ弓 'J y:t 
.縄問口融帥~1: 1-lt ， t<>剛が

向山崎加肌-<.， tr，-t;It2 

.lIIIillif-n 郁子 山〈鈴鹿川

1‘1: lti"酬ぶ."同 時 掬しよう企

する金妻橋..成分によりヲ ν "' ..-~長官ぜ

帥，れがあること瑚~~'.予 惨 1 '1'
酬 !Ol"'n-<.(ひきつけ)ic!l;:ll:'f 

" ，叫削げげ向プリパ岨a
門附の伐射，受砂tニ子 砂その・<<傷が，

E晴宿するこ出柚引認め日

"舗の予師事院の岡崎肝d慢のM

，O~げてく Mき も.

?容:同?主主

出l， -=:111制時1鵬'"ト
8週間の四釜山市ポリ"町

夕刊〉の胴'"週間以上の酬品"

で2嗣"す
。この予防告書a・" 生きたワクチン会後期
"すので H 佃ごろに醐lゆが出る

こ企瑚り曹司r.~，酬でたり昨帥
ることが品川醐哩けた開醐に

醐 L検討受げてくださ川附合同

ほ市役柄倫生現ヘ.

ツ慶応検査 BCG鎗種
叩~<，)I:"， ")叫タ肘反酬4益

金u目後に隠慢のと ~I:BCGI実'袋

行，"ます

州 . ッペ，夕刊間，日掛6か月

山"か月草での'1'"1'， -t闘世..で

重た陪持い峨鍾.. 時のある子 砂4・ 血 lにl割安けで・性優陽伎の子.

Lん凪Lん il"'，ト〈かぜみずぽ令，
W 附担任げて4・U 唱の予

山，受け持'， 2..1lII似 tl:-0でい俗
‘守 ⑧鹿Lん &l-<.， j惨たふ〈かぜ
み司Fぽ令そう リンゴ町，.口衡の弱気

晴ーで0>~ 4・凪以上た-0<"''''子
$1!~I't!ì! l-<.， !::IJt;fi'小口脚
上た司自旬、午師役グ園内 J叫
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思いやり。ひとめもり分の、
，レピステ吋以外叫蜘料かし判7の酬音ター，ーの.. 

気づかぬうちに・.と"，て、他人に遮起をかリていることがdちります.

f近所だし、文句..いに〈いはめ ー・Jなんて、盟われてたりして.
でも ζん信制合目、;..とfI分が宮司令つければ防げH .

ところで、日ごろ組L.< Ht合勾ている剤使の納自はあま ηうるさ，.じた皆も¥
という司直結果があります.近湖付倉合いがうまく，'ってい低いと 小帯広斤も

うるさく感じたり 注怠されてもかえーて反感を，.tsやすいようです.
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もうすぐJl.I!: i'掬けることら多〈鉱ります.

aMFtい不偏快'"患いを'"い允めκ. もう-n の嗣りの音をチ品ヲタしてみH ，う.

それと fうるさ〈俗い'Jと気慢に聞ゆる近所付き合い.大切に.

組処叩1"

11 I艶後配
『ひとめもり分のl!!¥，判JH うですが、近ご肘 J公布団色.，Tt>.どち切もらaーとし，気づか‘iな肌 .
"l"-a)に切なめ"、この「包.，企した気"らJ"のかも知れ竃ぜん.(相均"悶睡もそうでサよね.ι'"分のこと
.の'わりをA・Lてみょうか匂..喝
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